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は じ め に
肖像画家ジヨン・バトラー・イェイツ ( John Butler Yeats : 以下 JBYと略)
は『アイルランドとアメリカからのエッセイ』1 を出版している。これは，国
民性の比較を含めた広い人間観や芸術論に関する内容である。発行年は，
1918年のことであり，ダブリンとロンドンから同時に発行され，同年再版さ
れている。この年は，イースター蜂起のわずか２年後であり，シン・フェー
ン党が４分の３の議席数を獲得するなど，ナショナリズムがピークに達した。
つまり，イースター蜂起，アイルランド独立戦争などが続いて起こり，アイ
ルランド自治が最大の民族的関心となった時期である。史実をみる限りでは，
アイルランドが自由国成立直前の混迷状態であったことを想像するのである
が，このエッセイの中で，JBYの筆致はきわめて冷静であるばかりか，彼は
93
日 下 隆 平
肖像画家と詩人：JBY と Yeats
I did not tell him (Watts) what, nevertheless, was the fact―that,
though I had never seen him before, I had been his diligent pupil for
years, and that from him first I learned the true meaning of painting, and
why I, or indeed anyone else, had been induced to take up the craft.
( J. B. Yeats, ‘Watts and the Method of Art’)
. . . I could only imitate my father. I could not compose anything but
a portrait and even to-day I constantly see people as a portrait-painter,
posing them in the mind’s eye before such-and-such a background.
(W. B. Yeats, Autobiographies)
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ヨーロッパに在住するひとりの思想家としてのスタンスを失うことがない。
この作品の最大の特徴を挙げるとすれば，高揚したナショナリズムがまった
く感じられないことであろう。それ以前の10年ほどの間に書いたエッセイを
纏めたものであるとはいえ，著書の内容は，芸術，文化そして人間論につい
てのエッセイが主であり，急を告げる政治課題とかけ離れたテーマが，何か
当時の現実社会にそぐわない気がするのは私だけの印象だろうか。実は，こ
の点にこそ，この著書の置かれている立場の核心があるように思われる。
この JBYの長男であるW. B. イェイツ (William Butler Yeats 18651939)
が，成長過程で父親から大きな影響を受けてきたことは，ジョセフ・ホーン
を初めとする，さまざまな伝記的研究で論じられてきた。また，イェイツ自
身による『自叙伝』，書簡集などで，みずからその事実を明らかにしている。
イェイツに関して膨大な研究がある一方で，肖像画家，思想家としての JBY
に関する，邦文資料は，これまでのところ極めて少なく，あったとしてもイ
ェイツ研究の副産物の程度に過ぎない。こうした点から，本論では,『アイ
ルランドとアメリカからのエッセイ』を中心にしながら，肖像画家，思想家
としての JBYの足跡を辿るのが目的である。その場合，当然のことながら
イェイツへの影響関係も検討することになるであろう。その全体像について
は別の機会に扱うことにして，この小論では，JBYが家族とロンドンのノー
スエンドとベッドフォード・パークで過ごす頃を中心に検討してゆくつもり
である。年代では，ヒーザリー美術学校へ入学した1867年から19世紀末にか
けてである。ふたつの場所は芸術家たちの接点となり，とりわけベッドフォ
ード・パークは多方面の芸術家が交流する場所となった。そのなかに，JBY
のようなアングロ・アイリッシュの芸術家たちも居たわけである。最初がヒ
ーザリー美術学校，続いてベッドフォード・パーク周辺であった。
この著書の巻頭文を書いた A. E. (ジョージ・ラッセル) は，息子のイェ
イツとほぼ同年齢であり，息子と A. E. は旧知の間柄であった。A. E. とイ
ェイツは青年時代，キルデア・ストリートの美術学校で初めて知り合って以
来，アイルランド文芸復興運動を通じて交友を深めた。ふたりはアベー座の
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運営で反目し一時は疎遠になることもあったが，ラッセルが亡くなった際に
は，イェイツはその死を悼み,「A. E. はもっとも古くからの友であった」
と公式に弔意を表すほどであった。青年時代のイェイツにとって，彼は優れ
た批評家として，影響力のある友であった。イェイツが神智学協会
(Theosophical Society) と係わりを持つようになったのは，彼の影響による
ところが大きいと言われる。A. E. はこの巻頭文で JBYについて，肩肘を張
らず「あるがままに生きること」を大切にした画家であることを，老子の教
えを引き合いに出しながら讃えている｡「天が与えた最高の贈り物は，他人
の生き方がどうであれ受け入れて楽しめるような心の広さ」であると述べて
いる。
最後に，付言しておきたいのは，JBYが遅咲きの画家であったことである。
高い評価を受けたのは60歳を越えてからだった。また，彼は挿絵画家として
も知られ，ダニエル・デフォーの『ロビンソン・クルーソーの冒険』の優れ
た挿絵によって，ロビンソンの中に近代人のもつ内面的葛藤に悩む人物像を
見い出したことでもその名は知られた。
１
JBYは，ダウン州で教区牧師を父親にして1839年に生まれた。ダブリンの
トリニティ・コレッジに進み，古典文学，形而上学，論理学を専攻した後，
アイルランドでもっとも伝統あるキングス・インで法廷弁護士になるべく勉
強を続け，弁護士資格（バリスター）を得た。しかし，ダブリンの最高法廷
(Four Courts) は刺激がなく，その窮屈極まりない雰囲気に嫌気がさして，
進路の転換を決意する。1867年にロンドンに移ると，画家としての修業を開
始することになる。当時としては，例を見ない全く正反対の世界への転身で
ある。この間の事情について，マーフィ (William Murphy)2 は以下のように
説明している。もともと JBYは法律書よりスケッチブックを愛好する人物
と言えた。JBYの絵に画家としての才能を見抜いたのは，友人ダウデン（後
に UCD英文学教授）であった。ダウデンは彼のスケッチを見ているうちに，
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然るべき人物に絵を評価してもらうように勧めたのがロンドン行きの切っ掛
けであったという。結局，ダウデンがロンドン『ファン誌』の編集長フッド
(Tom Hood) にスケッチを送り，彼の絵を評価してもらうことにした。フ
ッドからの返事を待っていたときである。最高法廷では，若いバリスターた
ちが何人も暖炉で背中を暖めながら法廷に招集されるのを待っていた。その
なかには，何年間も仕事依頼のない同僚弁護士もいた。JBYは，いつものよ
うに，スケッチブックを携え裁判中の風刺画を描くことで，もて余した時間
を過ごしていた。こんなとき，JBYがある重要裁判の弁護をしたマックダナ
ウのスケッチを描いた時，その絵が彼の逆鱗に触れることとなった。直接的
にはそれが原因で最高法廷を去ることになったといわれる。ただ，JBYの転
向を後押ししたのは他にもあった。ちょうどこんな時に，ダウデンが送った
スケッチについて,『ファン誌』のトム・フッドからようやく返事がきたの
である。トムは JBYのスケッチが気に入り，ロンドンのマガジン・ビジネ
ス界に紹介してもよい，という有難い申し出をしてくれた。そればかりか，
何枚かのスケッチを雑誌に掲載する約束もしてくれたのだった。マーフィー
が言うように，JBYにとって深刻な事態であっただけに，そのオファーは渡
りに船という心境であった。またジョセフ・ホーンによれば，JBYが芸術を
志したのは，遠くマン島でのアソール・アカデミー中等学校時代に遡るとい
われる。同校にたまたま図画教師として勤務していた『パンチ誌』編集長マ
ーク・レモンの息子によって JBYは画才を見出された｡3
ともかくも，JBYの芸術への願望は断ちがたくロンドンに渡った。ロンド
ンでは，ヒーザリー美術学校 (Heatherley’s Art School)4 で画家修業をはじ
めた。JBYが美術学校で親友となったのが，サミュエル・バトラーであった。
JBYは，詳細は後述するが,「サミュエル・バトラーの思い出」の中で，生
き生きとしたバトラーの人物像を語るとともに，この美術学校時代について
回想している。このエッセイ集は，残り５編と共に纏められ『アイルランド
とアメリカからのエッセイ』として出版された。その後約10年間イギリスの
芸術家達と共に過ごした後，彼は家族を連れてダブリンに戻った。しかし，
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画家としての仕事はしても，かつてのように法曹界に戻ることはなかった。
1887年に，再び，ロンドンに転居する。ロンドンで彼が住んだのは，ベッ
ドフォード・パークであった。後述するように，ここでの生活は著名な芸術
家と交流し，少しは名が知られる人物となった点では恵まれた14年間と言え
た。
62歳で，ダブリンに帰ってくると，７年間滞在しただけですぐ，娘のリリ
ーを伴って，アメリカを訪問する。彼は，滞在を延ばし14年間を過ごした。
ニューヨークで，肖像画家，思想家，哲学者として活躍し，そのまま，帰国
することはなく，1992年に没した。簡単に，JBYの生涯について概略を記し
ておきたい｡5
1839年 北アイルランド ダウン州 タリーシュ (Tullyish, Co. Dowm) で
生まれる
1849年 リヴァプールの学校で初等教育を学ぶ (Miss Davenport’s School）
1851年 マン島にあるアソール・アカデミー (The Athol Academy) 入学
1857年 トリニティ・コレッジ (Trinity College, Dublin) 入学
1862年 トリニティ・コレッジ卒業後，King’s Innsで法律を学ぶ。
父の死でキルデア州の地所を相続
1863年 スライゴーのポレックスフェン家のスーザンと結婚
1865年 W. B. イェイツ誕生
1866年 法廷弁護士の資格 (barrister) 付与される
1867年 ロンドンのヒーザリー美術学校へ入学
1869年 アカデミー・スクールへ
1872年 最初の注文を受ける
1880年 ダブリンへ戻る
1887年 ロンドンのアールズ・コートへ｡ その後ベッドフォー ド・パークに移る
妻スーザンの発病
1900年 妻病死
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1901年 家族はダブリンへ帰る
1908年 リリーとニューヨークへ
1917年 イェイツとジョージ結婚
1918年 インフルエンザから肺炎を病む｡『アイルランドとアメリカからの
エッセイ』出版。
1920年 W. B. イェイツ夫妻ニューヨークを訪ねる。
1922年 ニューヨークで病死
JBYが画家の修業を始めた19世紀後半のイングランドとはどのような社会
であったのだろうか。一般的には，イングランド社会は，現代社会の基盤を
構成する，社会的メカニズムが生まれ，おのおののファクターが成長した時
代であると言われる。都市の産業化とそれによる弊害，フェミニズムと社会
改革，大英博覧会とその批判，都市の人口集中に伴う大衆文化の発達など，
さまざまな文化的位相において，大きな変化がみられた時代であった。ヴィ
クトリア朝を代表する，新しく力を持ったミドルクラスの物質的価値観は，
振り子の揺れのように反対に揺れ，中世の精神世界などへの憧れを生んだ。
それらは，アーノルドの言う「イングランドの国民を補完する」要素であっ
たといえる。この傾向を，チャンドラーは中世主義 (Medievalism) という
用語を用いて指摘したが，それは，芸術面ではラファエル前派の絵画の特徴
にみることができる。この傾向は，絵画だけでなく，思想，建築様式，文学，
街の開発など広く人々の思想に影を落とした。建築では，ゴシック建築復興
を唱えた，ピュジーン (Augustus Pugin) のような人物がいる。彼は，様式
は精神を反映するものと考えた結果，カトリック教徒へ改心を果たした。そ
れは，ヘンリー・ニューマンのオックスフォード運動へと繋がる流れがある。
又，その水脈はアイルランド文化復興という現象にも通じるものとなった。
大英博覧会（1865年開催）は，水晶宮（クリスタル・パレス）といわれるガ
ラスと鉄で造られた建物で行われた。それは，ヴィクトリア朝イングランド
の物質的繁栄を象徴するものであったが，これを，ジョン・ラスキンは俗悪
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な建築物と批判した。ラスキンによれば，建築とは精神を映しだすものであ
った。たとえば，彼は教会建築の知的な力として「崇拝」と「支配」を挙げ
る一方で,「自然石」による教会を，建築の理想と見なしたように6 言わば，
行き過ぎたヴィクトリア朝の物質的価値観を修正する時期であった。JBYは
このような時代環境の中で画家修業を始めたわけである。息子のイェイツが
作家としての一歩を踏み出すのは，1880年代後半のことであった。この頃ま
で，イェイツが知る芸術家の多くは，JBYの周辺にいる人物であった｡『自
叙伝』の中で語られるように，当時はラファエル前派の芸術運動が，もっと
も影響力を持った頃であった。
２
前節で JBYの生涯について簡単に述べたが，JBYは家族をスライゴーの
親戚に預け，単身でダブリンを後にして1867年から２年間，ヒーザリー美術
学校に通い職業画家としての修業をした。そこで知り合ったのがサミュエル
・バトラーである｡「サミュエル・バトラーの思い出」(1917年）のなかで，
JBYが述べているのは，バトラーのもつ人間的魅力とともに，イングランド
の人々との間に埋めがたい距離を語っている。バトラーの一面を語る一方で，
イングランド社会の一員となることを許されぬ，英国系アイルランド人
(Anglo-Irish) としての自画像を描いている。サミュエル・バトラーは,『エ
レホン』(Erewhon 1872),『肉なるものの道』(The Way of All Flesh 1903) で，
後になって作家としての地位を確立したが，その頃はまだ，JBYと同じよう
に，先行きに不安を抱く画学生に過ぎなかった。しかも,「才能のない」画
学生に過ぎなかった。彼の作品で発売当時に利益が出たものは『エレホン』
のみであり，それも微々たるものであった言われる。一部には風刺文学とし
て ｢『ガリヴァー旅行記』以降最上のもの」(オーガスティン・ビレル）とし
て迎えられたものの，彼の存命中に真の評価はなされなかった。
バトラーの父親は英国国教会の主席司祭であったにもかかわらず，バトラ
ーは父の意思に背き司祭の道を選ばなかった。彼は若くしてニュージーラン
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ドに渡ると，４年間の滞在で牧場経営で成功を収めると，その後帰国してヒ
ーザリー美術学校で本格的に絵画修行を始めていた。バトラーは，15世紀ベ
ネチアの画家ジョヴァンニ・ ベリーニの絵を理想としていた。JBYが彼と
知り合ったのはこの頃であった。だがバトラーは自分に才能がないことに気
づき始め，失意の日々を送っていた。バトラーはユーモアに富み，人間性豊
かな魅力溢れる人物であった。JBYは彼をよく知るようになって,「詩や芸
術の根源にある，人間性そのものに心を打たれるのを感じるようになった。
もっと多くの時間をバトラーと過ごしていたなら，私は人生の教えを瞬く間
に学べていただろう」と讃えている。
バトラーの身についた立ち居振る舞い，言葉遣い，芸術的趣向には，上流
階級の雰囲気が感じられた。また彼は古典，シェイクスピア,『種の起源』，
それに聖書だけを好んで読んだ。その中でも彼の一番の愛読書は『種の起源』
であった。気に入った後輩の中から慎重に人を選びその本を貸して読むこと
を勧めるほどだった。しかしながら，JBYは「疑いなく，このジェントルマ
ンが今もなお正統な信仰をもっていると信じている。根拠のない信仰だから
こそ，ひとは何を言われても信じるのである」とバトラーに「上流階級」
(class) のもつ揺るぎようのない保守的な価値観を感じ取っていた。
また，JBYのようなアイルランドの人間に馴染めないものとして，バトラ
ーの持つ「冷笑的態度」(sneer) を挙げている。JBYは，それを広くイング
ランド ‘upper-middle class’ 特有のものと考えている｡「イングランドには，
冷笑といえるものがふたつある。ひとつは，ロンドン子が話すコクニーに感
じる誰にも尊敬されない冷笑である。もうひとつは，大学やパブリック・ス
クールで身につける否応なく他人に尊敬を強いる冷笑である。これについて，
対等の人間関係を好むアイルランド人に比べて,「イングランド人ときたら，
自分より劣った人間といるのを好む。そうでない関係ではくつろげないのだ」
と，それが必要な理由を彼は述べている。いわば，イングランドの人間は階
級的な格差をいつも人間関係に持ち込もうとすると，JBYは見ている。それ
ゆえ，若者たちは，周囲の望むままにパブリック・スクールや大学に入ると，
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高慢な態度を身につける，と述べている。彼の見方が正しいかどうかは別に
して，バトラーに人を小馬鹿にするような冷笑的態度を感じる一方で，深い
人間的な優しさ感じさせる素晴らしい魅力を感じたと，JBYは回顧している。
冷笑の背後にある，優しい人間への感情をバトラーに感じ取っていた。
人間性とは，傷つきやすく，もがき，欺かれるものだと，バトラーは考
えたが，それは，母親の子供への愛情にも同じことが言えよう。そこに
彼の「善良さ」と影響力の源があるのだ。この点にこそ，彼はイングラ
ンド人の中でもとりわけイングランド人らしさを示している。……[中
略]……彼は，優しいユーモアとこの上なく真の詩情で，人を癒しなが
ら，苦悩する人間の心すべての痛みを慰めた。(｢サミュエル・バトラー
の思い出｣）
「サミュエル・バトラーの思い出」は， バトラーに代表される当時のイン
グランド知識層の空気を伝えただけでない。むしろ，当時のイングランド社
会で，JBYのような英国系アイルランド人が何を感じ，イングランドをどの
ように考えたかという点で，興味深い。つまり，この時代の政治的枠組みの
中で，JBYがどのようなアイデンティティを保持しえたかという点である。
JBYの育ったアルスター地域はスコットランドの出身者が多い。Douglas N.
Archibaldによれば，アルスターの長老派協会信徒に感じられるのは，頑な
で偏狭な宗教的態度であった。政治的にはイギリスへの忠誠心がある一方で，
カトリック教徒のナショナリズムに対する強い蔑視があった｡7 その意識は当
然のことながら，イェイツにも引き継がれたものの，JBYのアルスター地方
とイェイツのスライゴーとでは，イングランドに対する感情が異なっていた。
またアイルランド西部で育ったイェイツの場合は「スライゴーで周囲の者は，
ナショナリストやカトリック教徒を軽蔑する一方で，みなイングランドを嫌
っていた」と，語っている。(『自叙伝』 ４章）幼年期の環境をたんに比較す
るなら，アルスターで育った JBYのほうが精神的にイングランドと近かっ
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たと言えないだろうか。とはいうものの，英国系アイルランド人（Anglo-
Irish Protestant）の宿命として，アイルランドとイングランドのどちらに帰
属できないという意識は，JBYとイェイツともに共通した感情であったのは
確かである。冒頭で，このエッセイについて，アイルランド自由国成立直前
の混迷状態にあって，高揚したナショナリズムがまったく感じられない，と
述べた。芸術，人間というテーマ設定そのものが，時代の緊急課題とかけ離
れたていることを，指摘した｡ 実は, これこそが微妙な問題に発言できない
英国系アイルランド人の立場を示している，と言える。
このエッセイで印象的なのは，JBYがバトラーを偶然窓から見かけるとこ
ろである。この場面は彼のおかれている立場をよく示している。
思い出すのは，最後にバトラーを見かけたときのことである。ロンドン
の中心街から離れたところのある宿に宿泊し，ひとり朝食の席について
いたときのことである。その前夜，７・８年ぶりにアイルランドから出
てきたところだった。その席から，バトラーが通り過ぎようとするのを
見かけたのだ。うれしさと驚きで，彼を呼び止めようと，すぐに窓を上
に開けた。しかし，よくよく思案した結果，悲しいことだが，はやる心
を抑えた。私は窓を閉め，食事に戻った｡「イングランド人側から招か
れないのに，押しかけて邪魔をしてはいけない｣，と私は考えたのだっ
た。(｢サミュエル・バトラーの思い出｣）
この JBYの過去の学友として親しい友人であっても，社会・階級による隔
たりが厳然としてあることを JBYに思い出させたのである。アイルランド
人の JBYからすれば，バトラーは「頭からつま先まで上流階級」のイング
ランド人であった｡「上流階級」の人びとは，階級への自負が肌のように身
に張り付いている。そのため，信仰，妻子，財産，そして名声さえ棄てたと
しても，彼らはそのことを悔やむことはない，と思えたのであった。
バトラーが世に認められたのは，かなり後になってからのことである。バ
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ジル・ウィリーによれば, バトラーは「ほぼ50年早すぎたヴィクトリアニズ
ム反対者」だったのであり彼が真価を認められたのは「ヴィクトリア朝の宗
教，ヴィクトリア朝の家庭生活，ヴィクトリア朝の道徳および科学に対する
反撥が頂点に達した時期においてだった｣｡8 そのバトラーでさえも，JBYに
は厳然とした壁と距離が感じられたのであった。バーナード・ショーがロン
ドンに出てゆく10年前で，アイルランド土地同盟，アイルランド自治運動が
ますます激しさを増すなかで，グラッドストーンによってアイルランド自治
法案が議会に出される頃の話である。
３
1879年イェイツが14歳の時に，ベッドフォード・パークへ一家は移った。
当時のイェイツは ｢すべてがラファエル前派｣ (“I was in all things Pre-
Raphaelite.”) だったのである。だが，イェイツのラファエル前派への傾倒
ぶりをよそに，JBYは次第にその運動から遠ざかり，コロー (Corot) など
の仏の印象派の画家に関心を抱くようになっていった。父親の強い影響から
イェイツが脱けだし，独自のアイデンティティを確立するのはなかなか困難
なことであった。イェイツの『自叙伝』9 (VIII) の中で，ベッドフォード・
パークに関する記述がある。JBYの話から子供心にそこは,「ロマンティク
な空想を刺激してやまない」街だった。建築家のリチャード・ノーマン・シ
ョー (Norman Shaw) が設計に係わり,「城壁」が街を取り囲み中世風の街
並みをイェイツは思い浮かべた。実際その街に住んでみると，JBYの誇張も
あったものの,「ディ・モーガンの瓦，ピーコックブルーのドア，そしてモ
リスによるザクロの絵模様やチューリップの絵模様」などと較べると，ヴィ
クトリア朝中期の見なれた木目模様・薔薇模様などのデザインが趣味悪く思
えたことを述べている。それもそのはずで，ベッドフォード・パークは，初
めて総合的に設計された郊外住宅地であり，中世最後の様式であるチューダ
ー様式を真似たクイーン・アン様式で設計された街であった。本論冒頭で述
べたように，ラファエル前派の特徴は中世主義という文化・思想的傾向に由
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来するものであることから，この街並みはゴシック復興の現象のひとつと言
えた。したがって，ラファエル前派の芸術家たちが好んでここに住んだのも
当然のことと言える。例えば，このグループのひとり，モーガン (William
de Morgan) は陶磁器やタイルの絵付け師としてだけでなく，赤レンガ建築
でもその名が知られている。余談であるが，G. K. チェスタトンは『木曜の
男』で，ベッドフォード・パークをサフロンパークという名で扱い,「建物
はみなまっ赤な煉瓦でできていて，建物が空に描く輪郭はおよそ奇妙なもの
であり，この郊外の平面図も決してまともなものではなかった｣。さらに，
設計者は「空想家で，芸術にも関心を」持っていた。この場所を，彼は芸術
的で「世間離れした魅力」に富む場所と述べている。そこで知りあったのは，
ファラー (Farrar)，ポッター，ウィルソン (George Wilson) などの画家た
ちであった。イェイツのラファエル前派への傾倒は,『自叙伝』，書簡，初期
の作品からはっきり見て取れる。そもそも彼がその作風に関心をもったのは，
父の影響であった｡『自叙伝』で,「私の父の仲間はラファエル前派の運動の
影響を受けたものの，自信を失ってしまった画家たち」であった，とイェイ
ツは述べている。その画家たちとは，ネトルシップ ( John Nettleship)，エ
ドウィン・エリス (Edwin Ellis)，ジョージ・ウィルソンなどである。だが，
中核的な人物バーン＝ジヨーンズがネトルシップの知人であったことからも
理解できるように，当時の交友は思いの外狭い社会に限られていた。
ラファエル前派の出発点は，ミドルクラスが支持する歴史画や肖像画に反
発して，ラスキン ( John Ruskin) の支持のもとに1848年に生まれたもので
ある。メンバーは，ホルマン・ハント (William Holman Hunt)，ロセッティ
(Dante Gabriel Rossetti)，ミレー ( John Everett Millais) などであった。写
実的でありながら，色彩の組み立て，細密描写によって中世的イメージ，非
日常的世界を描きだした。花模様，女性像を特徴とし，アーサー王物語，シ
ェークスピア，キーツーなどの作品中の場面をテーマにして描いた。その後，
ウィリアム・モリス (William Morris) とエドワード・バーン＝ジヨーンズ
(Edward Burne=Jones) とが加わる。1870年代になると，その同盟は解体さ
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れたが，その画風は1890年代まで続いてヴィクトリア朝美術を代表するもの
となった。マリオ・プラッツ (Mario Praz) はラファエル前派をロマン主義
の流れにあるものとみなした。言い換えると，ファンタジーに耽るのを許容
する豊かな社会が生まれてこそ存在しうる芸術と言えた。
詩人イェイツは初期の劇詩『アシーンの放浪』にみるように，彼の作品に
豊かな色彩，神話的テーマなどのような，ラファエル前派の絵画的イメージ
を多くとどめている。そこにはその頃の JBYとその周辺の芸術家たち描こ
うとした雰囲気が反映されている。1887年イェイツが22歳の年にロンドンの
ベッドフォード・パークに移ってから，実際に多くのラファエル前派の画家
たちとの交遊を深めることになる。後年，彼は「ラファエル前派の最後の段
階の真只中で思索をすることを学んだ」と回想している。当時のロンドンの
知識人の間で下火となりつつあった芸術運動が再び息を吹き返し，関心を呼
ぶようになっていた。ロセッティは1882年に死去したが，それに伴って，彼
を偲ぶ一連の展覧会が開催され話題となったのもその一例である。
イェイツの世代にとって，ラファエル前派といえば，ロセッティ，バーン
＝ジヨーンズ，モリスたちのことである。彼は JBYからロセッティを知る
わけであるが，とくに JBYが好きだったのは，ロセッティの女性画あった。
JBYの感情をよく示す次のような逸話がある。JBYの習作『ピパ・パッシズ』
(Pippa Passes)10 がロセッティの目に留まった。その絵が気に入ったロセッ
ティは自宅へ招こうとした。しかし，JBYは申し出を断ったことを後になっ
て悔やんでいる。JBYの回想によると,「ロセッティに会うのは宮廷の広間
で催される大宴会の座につくようなもの」と語ったように，偉大な画家に畏
怖の念に近い感情を抱き気後れしたためであった。これ以外にも，回想によ
ると，ほかにも似た経験をしている。例えば，彼の絵を気に入り名な詩人
ブラウニングが訪ねてくれたが留守にしていたこと，メレディスと知り合う
機会を逃したこと，或いは，前述したように，久しぶりにサミュエル・バト
ラーを見かけたが声をかける好機を逸したことなどである。彼らは当時の有
力な画家や作家ばかりである。イェイツが言うように，JBYはロンドンの高
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名な画家と知りあうことよりも,「凪にあって動けない船のような｣，気心の
知れた，気楽な，成功とはほど遠い仲間たちといることを好んだ。これは彼
のアングロ・アイリッシュの意識とどこかで相通じるものであった。イェイ
ツは，幼年時代の核となる感情を「英国系アイルランド人の孤独」と言い表
しているが，その感情と JBYの躊躇いは同一線上にあるものである。
このような中にあって父の影響は直接的，且つ間接的にイェイツの精神の
成長過程で大きな影を落とした。イェイツは『自叙伝』で語るように，幼年
期から成長していく過程で，JBYから多方面で強い影響を受けた。とりわけ
絵画，文学，芝居に対する嗜好，教育方法などは父の強烈な個性によるとこ
ろが大きい。記憶に残っているだけでも,『古代ローマの詩』,『アイバンホ
ー』,『最後の吟遊詩人の歌』，チョーサーの『カンタベリー物語』などを朗
読してくれたことがある。さらに，アービング (Henry Irving 18371905)
演じる『ハムレット』の観劇に連れていってくれたことなども影響のひとつ
である。
また，詩に関しては「父が美しい叙情詩の一節として好むのは，端正な美
の背後に生身の人間を感じるときのみであった。だから父は好ましい，身近
な生き方を示すものを常に求め続けていた」(XV)。イェイツは『悲劇的世
代』で1890年代を振り返るとき,「ロセッティが無意識の影響，それもおそ
らく誰よりも強力な影響を及ぼした人物」と述べている件がある。このロセ
ッティも，ブレイクとともに画家詩人 (Poet-Painter) として，父親から薦
められた画家であった。ロセッティを初めて見たとき，ギャラリーの「他の
絵が霞んでしまう」ほどの印象さえイェイツは感じた。その父の影響から少
しずつ離れてゆくのが，心霊研究や神秘主義に関心を持ち始めた頃であった。
少年新聞についても，JBYは，少年新聞が平均的少年や大人向きに作られて
いるという理由から，読むのを禁じた。
また，もうひとつの JBYの教えはラテン語学習であった。精神を鍛える
手段として，ラテン語学習を勧めている。JBYは，地理学や歴史などの勉強
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は精神を鍛えるものにはならないとし，普段の読書から必要とする知識を学
ぶべきであると，彼に説いている。また，イェイツはそのやり方を肯定して，
次のように述べている｡「学校に行かなければ，私はラテン語とギリシャ語
だけを父から学んだであろう。そうなら私はりっぱな教養人となっているだ
ろう。そして機械的に翻訳された，私の魂の基となった書物に意味もなく憧
れる必要もなかったであろう｣｡11 教育に関連した内容は,「故国を思いて」
において，民主的という名の下に昔ながらの優れた習慣が何かにつけ失われ
てゆくのを，JBYは悔やんでいる。昔の容赦ない教育方法は，生徒たちに耐
え難いものであったが，個性という特徴を薄め，知らぬ間に消滅させるよう
なことはなかった。生真面目なスコットランド人教師による昔ながらの拙い
教え方であろうとも，ギリシア語やラテン語を学ぶことほど，精神鍛錬に適
したものはない，というのが JBYの見解であった。
４
JBYが肖像画や挿絵を描き始めたのは，ひとつには生活の糧を得るためで
あった。それ以外にも，ラファエル前派のような過度に装飾的な描写が，
JBYの「あるがままに」描く手法と次第に相容れなくなっていったことなど
も理由として考えられる。もうひとつにワッツの影響がある。
挿絵についていうと，この頃は，挿絵画家の地位が急速に高まった時代で
あった。小説の説明としての機能よりも，独立した作品としての意味を持つ
ようになった。それはディケンズとジョージ・クルックシャンクのような挿
絵画家との関係をみても，その傾向は明らかである。冒頭でも述べたように，
JBYもまた,『ロビンソン・クルーソーの冒険』の挿絵を描いた。彼は挿絵
に若い女性を描くときはいつも娘のリリーをモデルにしたといわれるが，こ
の挿絵でもフライデーは別として，彼女をモデルにしている。ダニエル・デ
フォーによる『ロビンソン・クルーソーの冒険』は発売以来，数多くの挿絵
画家の手になる挿絵本を生み出してきたが,12 それは，イングランドでは
「島の統治者となり，自立できない人々の守護者」(ブルーエット p. 149）
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という理想化されたクルーソー像がイングランドの国民像と重なり人気を博
してきたからである。さて，JBYは３巻からなる同書の挿絵を1895年に描き
出版している。同時代のジョゼフ・フィネモアが描いた，それまでのイング
ランドの君主を思わせる勇猛果敢なクルーソー像とは異なり，むしろ「孤独
な生活の現実感」を感じさせるものや，家庭をとるか，或いは，島再訪かで
板挟みとなり苦悩する，クルーソーの姿は現代人の内面を描き出している。
『アイルランドとアメリカからのエッセイ』の最終章に「ワッツと芸術の
方法」(1907年の講演）が収められている。ワッツ (George Frederic Watts
18171904) とは，19世紀を代表するイングランドの画家であり，肖像画，
寓意画を得意とするように，カーライルやモリスの肖像画も描いている。こ
の中で，JBYは肖像画家としてのワッツについて,「イングランドがこれま
でに生んだ最大の肖像画家であった。ほとんど影響力を持たないブレイクを
除いて，ワッツは，堂々としたやり方で，壮大な主題に取り組んだ画家であ
った」と賞賛しているが，その後で次のような印象深いひと言を語っている｡
「わたしはワッツにその時言わなかったことがある。それまで一度も会った
ことはなかったが，何年もの間私は彼の勤勉な弟子であったこと，ワッツか
ら絵を描くことの真の意義を初めて学んだこと，なぜ，私がこの職業を選ぶ
気になったのか，についてである｣｡ (p. 78) JBYは，ワッツに打ち明けるこ
とはなかったが，肖像画家の道に進むきっかけを与えてくれたのは，彼の肖
像画であったことを告白している。後の話であるが，彼の尊敬するサージェ
ントやワッツよりも，溢れるような人間性という点で，JBYの絵画のほうが
優れている，とアメリカ人画家ロバート・ヘンリが褒めてくれたとき，JBY
の喜びがどれほどのものであったかは容易に想像できる｡13 同様に，イェイ
ツは父親の影響から，ロセッティやミレーとともに,「30歳のころ，当代の
最も優れた絵画はワッツの作品と考えていた｣14 ことを述べている。
また，JBYは肖像画とは何か，ということについてもワッツから学んでい
る。ワッツはモデルにしたいと思う人物しか描かなかったという。つまり，
最高の肖像画は，モデルと画家との間に友人のような信頼関係が構築されて
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いる場合にのみ，描かれるのだと述べている。実際，JBYは若い女性を描く
場合，そのモデルにリリーをよく描いた。また，幼年期からイェイツをモデ
ルにした数多くの素描や絵画が残っている。JBYは「ありのままに描く」こ
との重要性をイェイツによく語ったというが，それは，ありのままに描けば，
見える物は各人によって違ってくるからである｡「肖像画描きの技術は，主
に解釈によるものなのである｣。肖像画家一人ひとりによって，解釈は異な
るものである。このように描くために，必然的に，画家が関心を持つモデル
に対して異なる曲線，影の部分，眉や目の形を描くことで，画家はモデルの
意志の強さ，人生経験など感じ取っていくのである。それを可能にしてくれ
るのはモデルとの信頼関係であった。それについて，ジョージ・ラッセルは
次のような賛辞を書いている。
JBYの肖像画はすべて，男女を問わず，彼の愛情が添えて描かれてい
るようだ。モデルが誰であろうと，きわめて見事に描いた。若者，老人
を問わず，肖像画に描かれた人物には，その眼差しを通して語りかけて
くる魂のようなものがあった。そのせいか彼の手による肖像画を見た後
では，私は，以前よりもその人物に好感を抱くようになったのである。
最初に彼の絵を見ていなければ，その人物をこんなに好きになることは，
きっとなかっただろう。(A. E. ｢推賞―イェイツ氏の魅力」から）
終 わ り に
JBYはアイルランドでも新聞に時折寄稿していたが，1908年ニューヨーク
に行ってからは生活費を得るために，新聞，雑誌などに寄稿し，講演も行っ
ていた。この著書に収められたうち，４編はアメリカ滞在中に雑誌に掲載さ
れたものであり，残りの２編はアイルランド滞在中に書いたものである｡
『アイルランドとアメリカからのエッセイ』に収められた６編を順に掲載誌
と掲載年月日（1907年～1917年）をつぎに記載しておく。
「サミュエル・バトラーの思い出」(The Seven Arts, 1917)，
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「故国を思いて」(Harper’s Weekly, 1911)，
「なぜイギリス人は幸福なのか：あるアイルランド人男性によるサクソ
ン人気質に関する覚書」(Harper’s Weekly, 1907)，
「シングとアイルランドの人びと」(Harper’s Weekly, 1911)，
「現代の女性：新しい，興味深いタイプの女性についての考察」
(Harper’s Weekly, 1911)，
「ワッツと芸術の方法」(1907年 Hibernian Academy講演）
「シングとアイルランドの人びと」では，アイルランドの人びとは，まだ
中世時代に暮らしているかのようだと言いながらも，人生には，たんに生計
を立てることよりも，もっと重要なことがあるだという論点を主張しようと
している。以上６編のエッセイから構成されている。また，これらのエッセ
イは，イースター蜂起の前後で，ナショナリズムがピークに達する頃に出版
されたものである。それにも拘わらず。アイルランドの教育を理想化する記
述はあっても，高揚したナショナリズムがまったく感じられない。しかしよ
く読んでみると，これらは明確な主張をしていないが，底流に大きく流れる
論調はヴィクトリアニズムに対するカウンターパートとしてのアイルランド
文化というものが浮かび上がってくる。
全体的にみると，緊急の政治課題とはほど遠い，芸術，人間についてのエ
ッセイが中心である。実は，この点こそこの著書の核心であり，英国系アイ
ルランド人という微妙な JBYの立場をよく表すものである。また,「ワッツ
と芸術の方法」では肖像画家としての JBYの原点を知ることができる。そ
れぞれのエッセイには JBYの回想と時代への警鐘が込められ，それぞれが
JBYの強烈な個性を表現するものとなっている。このような点からも，この
エッセイ集はW. B. イェイツ理解の手がかりになるうえに当時のアングロ・
アイリッシュの立場を理解できるものとなろう。
[注]
1. John Butler Yeats, Essays : Irish and American (Dublin and London : The Talbot
Press Ltd., 1918).
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2. William M. Murphy, Prodigal Father : The Life of John Butler Yeats, 18391922
(Ithaca and London : Cornell University Press, 1978), pp. 4952.
3. John Butler Yeats, Letters to his Son W. B. Yeats and Others, 18691922, ed. Joseph
Hone (London : Secker & Warburg, 1983), p. 27.
4. 同美術学校は，Walter Crane, Rossetti, Burne-Jonesなど多くのラファエル前派
の有名画家を輩出した。
5. Douglas N. Archibald, John Butler Yeats (London : Bucknell University Press,
1974), p. 13. 左記の年譜を一部変更の上利用したものである。
6. ジョン・ラスキン著，杉山真紀子訳,『建築の七燈』(東京：鹿島出版会，
1997年)，p. 105.
7. Douglas N. Archibald, op.cit., p. 31.
8. バジル・ウィリー著，松本啓訳『ダーウインとバトラー：進化論と近代思想』
(東京：みすず書房，1979年), P. 70.
9. William Butler Yeats, Autobiographies (London : Macmillan, 1955), pp. 4259.
10. Pippa Passesは Robert Browningの同名の詩から題材を得て描いたジョンの絵
画。
11. William Butler Yeats, op.cit., pp. 589.
12. デイヴィッド・ブルーエット著，ダニエル・デフォー研究会訳『ロビンソン・
クルーソー』挿絵物語 近代西洋の二百年（17191920) (大阪：関西大
学出版部，1998年)，pp. 14981。
13. John Butler Yeats, Letters to his Son W. B. Yeats and Others, 18691922, op.cit., p.
184.
14. William Butler Yeats, Essays and Introductions (London, Macmillan, 1961), p. xii.
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KUSAKA, Ryuhei
A Portrait Painter and a Poet :
J. B. Yeats and W. B. Yeats
John Butler Yeats ( JBY) is chiefly remembered as the father of a leading poet
of Ireland, William Butler Yeats (WBY). He drew many portrait paintings. After
JBY studied classics, metaphysics, and logic in Trinity College, he was trained as
a barrister. But he never practiced law. He decided to be an artist and moved
with his family to London to study drawing at Heatherley’s Art School, where he
made friends with Samuel Butler. He spent ten years there among painters, bo-
hemians and intellectuals before returning to Dublin to work as a portraitist, as
can be found in WBYs’ Autobiographies. The best of his paintings are of his fam-
ily and friends, such as his sons and Isaac Butt.
In 1997 he moved again to London, where he became one of leading figures in
a circle of Pre-Raphaelite artists in Bedford Park. At the age of sixty he returned
once more to Dublin. In 1907 he left for New York, where he died in 1922.
In addition to portrait painting, he is known as a witty essayist. He wrote
many essays on art and his country, living in Ireland and United States. He was
an admirer of Watts and saw a similarity between Watts’ approach to portrait
painting and his own. In an essay on George Frederick Watts written in 1906,
JBY wrote : ‘the best portraits will be painted where the relationship of the sitter
and the painter is one of friendship’. A typical example of this is his drawing of
John M. Synge. These essays were collected in Essays : Ireland and America
(1917).
JBY had a great influence on WBY in his childhood, as he says. As a matter
of course, it is very important to know his idea on art and politics. Judging from
the fact that the Yeats family is a Anglo-Irish descendant, it is significant to know
he related to his heritage, as well. The purpose of this paper is to investigate
JBY’s thought through his essays.
